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(1) 

 

作業担当者（在宅スタッフ）が納品

書を提出。 

 

入力数量「４５」 

ワークフロー「納品書」数量集計の仕様変更 （2022/04/20） 

＜例＞ 作業差し戻し後に仕訳を 9 本追加した場合 

仕様変更の内容 

納品書作成画面における納品数量の集計仕様を改善します。作業料金の算出に関連する動作変更とな

りますので内容のご確認をお願いいたします。       メンテナンス実施予定：2022/4/20(水・夜) 

作業種別が【00.仕訳データ作成】の作業において納品後の差し戻しがあった場合、再

作業後の「数量」が「入力数量」と一致するようになります。 

この仕様変更により、差し戻しによる再作業があった場合においても在宅スタッフは

【数量】欄の調整が不要になります。 
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(2) 

 

依頼管理者（会計事務所）が、提出

された納品書を差し戻し。 

 

(3) 

 

作業担当者が作業を再開。 

仕訳を９本追加し、納品書における

入力数量が「５４」となる。 

この際に【数量】も「５４」となる。 

 

従来の仕様では【数量】は初回納品時の

「４５」のままとなり、直接入力での調整が

必要でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

ワークフロー「納品書」数量集計の仕様変更 （2022/04/20） 

（補足） 

この仕様変更は作業差し戻しによってステータスが［作業中］となった状態において適用されま

す。在宅スタッフが納品書を仮登録し、ステータスが［納品書作成中］となった状態では適用され

ません。 

［納品書作成中］の状態で追加された仕訳については、従来のとおり【数量】には反映されません

ので直接入力にて調整をして下さい。 


